





興業及び一日も早く列強と肩を並べるために、内国勧業博覧会（以下、内国博と略す）の開催に踏み出した。その後 政府主導の内国博は五回を重ね、その最後は一九〇三年大阪で開かれた第五回内国博であった。しかし 同じ「内国博」 いう名称 はあっても、時間の流れとともに博覧会の性格は変わっていった。　
近年、國雄行氏は内国博の分析に取り組んで、博覧会の公式の報








博の先行研究は、①概説、②博覧会 物の分析、③経済史的分析、④社会史的分析、⑤美術史的分析の五種類に類型化することができる。そこでは、 「現在」の経済史 社会史 美術史などの目線 博覧会が再構築され 当時 博覧会における経済、社会 美術などの側面 浮き彫りにされたといえる。　
しかし、 「当時」の人々にとって博覧会とはいかなるも であっ



















展示物や食べ物、匂い、歌、踊りなど様々な方法を通して、広範な人々に提示される「場」として位置づけた。つぎに、第五回内国博における台湾館と学術人類館の「異文化」展示を取り上げにおける帝国主義的な側面を浮き彫りにした。そ 方法として 台湾館 「蕃人土俗」展示の担当者である「植民地官僚」伊能嘉矩と、学術人類館の担当者である 学 坪井正五郎の二人を取り上げ、彼らの研究及び両パビリオンにおけるそれぞれの担当箇所に対して分析検討した。　
このように直接に博覧会の展示を担当した人物を取り上げて、博








た松田氏の研究では、伊能は「台湾総督府官僚」として登場している。また松田氏は、伊能に関する先行研究の中で最も言及されている伊能の「原住民実地調査」の方法及びその結論を、第五回内国博における伊能の担当箇所と結びつけてい 。松田氏 研究は伊能と博覧会との関係に関する最初の系統的な論述 あると考えられるが、他の伊能嘉矩研究と同様に、伊能 「人類学者」として 側面だけを強調する傾向が認められる。確かに、 帝国 視線」を描くために、伊能の「原住民研究」及びそれによる展示を「異文化 として位置づけることは、一つの方法ではあろう。しかし、伊能と博覧会との関係は 必ずしも台湾原住民研究及びそれによる展示のような異文化 提示という点にとどまるわけではなかっ　
伊能が「原住民専門家」であったことにより、総督府の命を受け、
第五回内国博委員となったのは否めないことであろう 伊能は博覧会委員となり、出品展示の担当を通して、 の展示を担当側でしか見ることのできない実態を目に た。このような経験を踏まえて、伊能は独自の博覧会観を養い、それをもとに博覧会に 連する記事を書いた。その数は八〇篇にも及ぶ。
博覧会はいかに伝えられたか
四九






































地で調査をしたり 講演をしており、この時期、郷土研究 関する著作も数多く遺 ている。そして、一九二五年八月 台湾で感染したマラリアの後遺症が再発して、翌月三〇日に死去した。　
松田氏は「人類学者」伊能の「蕃人調査」の成果に焦点を当て、







































史調査のために数回、実地調査をおこなっている。また、この頃、伊能は台湾 漢民族系住民に対して系統的 研究調査を行なう民間機構「台湾慣習研究会」 （一九〇〇年発足）および政府機構「臨時台湾旧慣調査会」 （一九〇一年発足）の幹事に就任しており、著作の中で「漢人旧慣関連」 の割合が増えていく傾向が見られることが従来の研究でも指摘される。　
そして、パリ万博開催の二年後の一九〇二年五月に、翌年大阪で





























記事の内容は、伊能が実際に出品展示を担当していた第五回内国博（一九〇三年）と、実質的にこの博覧会を受け継いだと思われる東京勧業博覧会（一九〇七年）に分けられる。伊能が投稿した雑誌・新聞記事のリストを見れば 投稿先によって記事内容に差異があることが容易に確認できる。伊能は読者の違いに応じて記事内容を細かく使い分けていたの あ 『岩手学事彙報』 、 『台湾日々新報』 、『台湾慣習記事』 、 『岩手毎日新聞』 『東京人類学雑誌』といった多様な新聞・雑誌には、伊能が執筆した博覧会関連記事が掲載されいる。異なる対象に向けて、如何に博覧会を伝えていたのであろうか。　
第五回内国博に関する伊能の投稿記事は、 『岩手学事彙報』 、 『台
湾日々新報』 、 『台湾慣習記事』に掲載されており、それぞれ「博覧会（一
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俗二大弊風」と言われるアヘン「吸食」と女子纏足及び迷信的信仰が展示される予定であったが、当局者はこれら 展示は恥辱と思い、隠蔽を企て、展示を中止させ 。これに対して、伊能はアヘン「吸食」と女子纏足など、 「現有の風俗は事実で、故意に枉ぐべきもの
博覧会はいかに伝えられたか
五五
にあらず」と主張し、当局者の隠蔽行為を「真相の抹殺」と見なして、 「偏狭な一部の当局者の愚見」 、 「笑ふべき俗吏の偏見」 、 「斯かる俗吏の偏見」など 、激 い言葉を用いて厳しく批判した。　
以上見てきたように、同じ第五回内国博に関する記事であるにも




政府主催の次期博覧会のウォーミングアップとして開かれたものであり、会場面積、会期、出品者数、出品数などは第五回内国博に及ばなかったものの、入場者数では第五回内国博の五三〇万人を超え、六八〇万人に達した。政府に代わって東京府が主催した東京勧業博は、 「既往ノ内国勧業博覧会ニ比スレハ優ルアルモ劣ルコトナカルベシ」と評価された。また、すでに述べたように第五回内国博以後、「第六回内国博」あるいは「日本大博覧会」の計画が流産に終わったため、実質上 第五回内国博のあとを引き継いだのは、この東京勧業博覧会であった。伊能の八〇篇以上に及ぶ博覧会記事の中では、第五回内国博よりも東京勧業博覧会に関する記事が多く、投稿先も『台湾日々新報』 、 『岩手学事彙報』 、 『台湾慣習記事』の三つに『東京人類学雑誌』 、 『岩手毎日新聞』が加わり、計五つになった。　
伊能の東京勧業博覧会に関する記事には、第五回内国博の記事と






その内容は夜間開場、福引、演芸場の出演内容、音楽堂の演奏曲目などの余興関連記事と、外交官・大使・皇族の観覧情報、盗難やスリ問題、入場者数などの日々の出来事に関する記事が中心であり博覧会の展示内容そのものを紹介した記 は多くない。さらに、博覧会の展示を紹介する記事の内容も、 「会場毎、パビリオン毎或は部類毎」に紹介されてい 。す わち、主催側が用意していた展示をそのまま読者に伝えるだけなのである。　
これに対して伊能は「土俗」 ・ 「歴史」 ・ 「考古」 ・ 「教育」などの側
面から博覧会における様々な陳列物を再整理し、博覧会展示の再構成を図っている。伊能にとって勧業博覧会 第一 目的はもちろん「殖産興業」にあったが、それ以外に陳列物として展示すべきは「教育学芸上有益の出品」であった。したがって、各パビリオンに散在している一見、勧業・教育学芸と何の関連もない模像・石膏像・日本刀・饅頭なども伊能の整理を通すと、すべてが「歴史的取材」という一つのテーマにまとめ直されること なった。実際に『岩手毎日新聞』に投稿された「歴史的取材
　
その一・二」を見る
と、伊能は第一会場にある「太田道灌及び徳川家康 模像 と「東京全市模型」 、四号館の「江戸時代上水の路図」 、三号館の「呉織、













































































































































叙伝「鹿之狸自叙伝」のタイトルから推測すると、鹿（か）之（の）狸（り）＝嘉（か）矩（のり）という読み方になる。また、伊能のペンネームとしてＫ． Ｉ． やＫＩ生やケ アイも使われている。それは、イノウ
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18）  「従来の博覧会に於ける陳列の方法は主として府県を単位と為し、一府県の出品は悉く一区域に分割して陳列セ氏が故に、之により容易く一地方に局限せられし形勢の知悉を為す外には、比較対照の便を得るに缺如したりき」 （伊能嘉矩「博覧会四」 『岩手学事彙報』六四九号、一九〇三年、二九頁）という の指摘に即して、実際に『第四回内国勧業博覧会事務報告書』を調べてみれば、確か 「各館陳列区域ハ五畿八道ノ区画ニ従ヒ設計シタルモノ」が見ら る。 （ 「出品排列区画」 『第四回内国勧業博覧会事務報告』第四回内国勧業博覧会事務局、一八九六 七六 ） 。しかし、さらにさかのぼってみれば、 『第三回内国勧業博覧会事務報告』の出品主心得に、 「出品は部類を分ち無数の品物と一つの場所に集め、部に拠り類に従ひ、府県順にて之を陳列し、混雑 患を防ぎ比較対照の便を与へ、出品主をして各々自ら拵へたる品物の善悪損徳を一目の下に知り、意匠 技術を闘わし、勉めて意を実益に注がしめんとす にあり」と 記述がある















































































39）  『東京勧業博覧会図会』 （ 『風俗画報』増刊）第四編、東陽堂、一～二頁。
（
40） 
伊能嘉矩「博覧会七」 『岩手学事彙報』六六〇号、一九〇三年、二九頁。
